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令和８年８月千葉豪雨 降水量等



令 和 ８ 年 ８ 月 千 葉 豪 雨 に お け る 県 内 被 害 状 況

●土砂災害

●道路災害

●冠水状況

●被災車両

８月月降水量平年値115.7ミリ

約３倍

出典：銚子気象台資料を加工

〇千葉市では１２時間降水量３４８ミリ、２４時間降水量３６０ミリ
を超える雨を観測し、ともに観測史上最大を更新。

〇１２時間で８月１か月の平年降水量の約３倍に達するなど、従来の
想定を大きく上回る極めて異常な降雨

県道千葉大網線 千葉市緑区千葉市道 千葉市緑区

千葉市緑区越智町

●河川氾濫

二級河川小中川 大網白里市 JR大網駅前

千葉市中央区中央４丁目

県道千葉八街横芝線 佐倉市岩富町 県道船橋印西線 八千代市吉橋

被災車両仮置き場 千葉市役所県道柏流山線 流山市野々下



千 葉 県 ・ 千 葉 市 で の 取 組 事 例

■一宮川では令和元年１０月２５日豪雨を踏まえて、国土強靭化5カ

年加速化予算等を緊急的かつ集中的に投資し、河川整備（河道拡大、

第二調節池の増設等）とともに、内水対策（排水能力増強等）を推進す

る「流域治水」の取組により、浸水被害を大幅に軽減。引き続き、令和

１１年度末までの河川整備の完成を目指す。

（流域平均）

令和8年8月14日撮影

洪水を貯留

令和6年10月撮影

（第二調節池、40万m3増設）
令和2年6月撮影 令和8年4月撮影

※令和8年の浸水家屋数は、令和8年9月11日12:00時点の
流域市町村全体の暫定値であり、確定値ではありません。

整備状況

千葉県での取組（一宮川） 千葉市での取組（中央雨水貯留幹線）
■中央雨水貯留幹線の整備により中心市街地の雨水を取り込み、
東京湾に直接排水することにより浸水被害の軽減を図る。

一宮川水系一宮川
（千葉県茂原市他5町村）

中央雨水貯留幹線
（千葉市中央区）

位置図

■中央雨水1号貯留幹線
１．区間
中央区中央港1丁目～中央区
東千葉1丁目（山部公園）
延長約5.1km
２．規模
内径5,250mm 埋設深さ約30m
３．工法
泥水加圧式シールド工法

（約3㎞、河道拡幅）

令和元年とほぼ同規模の降雨 浸水家屋が大幅に減少

千葉県の河川改修費の４割を一宮川に重点投資

合計： 235

床上 ： 24
床下 ： 211



下水道施設対策の充実 アンダーパス・

道路冠水対策の強化

水没車両対応の円滑化 交通レジリエンスの向上
帰宅困難者対策の向上

防災情報の充実 自助・共助の重要性
医療・福祉機能継続のための

対策の充実ライフラインの耐水化 マンションの浸水対策

内水・外水対策・貯留機能の更なる強化
流域治水の深化

論点案

千葉豪雨で明らかになったこと

○ 時間雨量100ミリを超える雨により、道路冠水・家屋浸水・帰宅困難などが同時多発。

従来の治水対策では対応しきれない内外水氾濫により影響が長期化。

「都市型水害に強い千葉県づくり」に向けた取組（案）

○ 短時間で移動の危険度が上昇。アンダーパスや冠水道路では、「避難するために動くこと」自

体が危険になる場面が生じた。

○ 豪雨による浸水・交通障害・帰宅行動は、行政界を越えて広域的・連鎖的に発生

○ 「危険空間に入らない・入らせない」視点が重要ではないか

○ 「流域・交通ネットワーク単位の防災」の視点が重要ではないか

○ 「防ぐ」に加えて「備える」「しのぐ」「早く戻す」視点が重要ではないか

これからの視点案

○ 千葉豪雨での教訓を今後に活かすため、ビジョンと論点をとりまとめ予定

○ 今後、論点について有識者委員会で検討予定



県民からの被災状況写真収集

https://arcg.is/18uznH2

市川市

佐倉市

四街道市

千葉市

【募集期間】
令和８年９月３０日（水）まで

【投稿例】
※9/10時点 投稿数：1171【投稿方法】

○ 千葉県では、WEB地図上で豪雨発生直後の道路冠水状況や被災車両の状況の写真を募集

○ 一般、市町村、関係機関に協力を呼びかけ、9月末まで投稿を受付。

〇 今後、さらに投稿を呼びかけ、浸水状況の分析等に活用予定

佐倉市

柏市





千葉市

柏市アンダーパス等



千葉駅周辺

千葉駅周辺 蘇我駅周辺

市川市

駅周辺等



蘇我周辺

船橋市

佐倉市

佐倉市

住宅地・窪地等



9月11日時点
集計例（暫定）


